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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和2年12月24日(2020.12.24)

【公表番号】特表2019-535275(P2019-535275A)
【公表日】令和1年12月12日(2019.12.12)
【年通号数】公開・登録公報2019-050
【出願番号】特願2019-526305(P2019-526305)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/62     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/13     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/12     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/63     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/24     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/715    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/15     (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  35/17     (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  35/28     (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  35/26     (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  35/51     (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  35/13     (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  35/12     (2015.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/62     ＺＮＡＺ
   Ｃ１２Ｎ   15/13     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/12     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/63     　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｋ   19/00     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/24     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/715    　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ａ６１Ｋ   38/18     　　　　
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/15     　　　Ｚ
   Ａ６１Ｋ   35/17     　　　Ｚ
   Ａ６１Ｋ   35/28     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/26     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/51     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/13     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/12     　　　　
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   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年11月13日(2020.11.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）第１のポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、第１のポリペプチド
と、
　（ｂ）ポリペプチド切断シグナルと、
　（ｃ）第２のポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、第２のポリペプチド
と、を含む、融合ポリペプチド。
【請求項２】
　前記第１のポリペプチドまたは前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグ
ナル伝達ドメインが、サイトカイン受容体、インターロイキン受容体、パターン認識受容
体、またはＴｏｌｌ様受容体から単離されている、請求項１に記載の融合ポリペプチド。
【請求項３】
（ｉ）前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ
－１２Ｒβ２細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受
容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－１２Ｒβ１細胞内シグナル伝達ドメインで
ある、または（ｉｉ）前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ド
メインが、ＩＬ－１２Ｒβ１細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチ
ドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－１２Ｒβ２細胞内シグナル
伝達ドメインである、請求項１に記載の融合ポリペプチド。
【請求項４】
（ｉ）前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－１２Ｒβ２またはＩＬ－１
２Ｒβ１膜貫通ドメインを含む、かつ／または（ｉｉ）前記第２のポリペプチドの前記膜
貫通ドメインが、ＩＬ－１２Ｒβ２またはＩＬ－１２Ｒβ１膜貫通ドメインを含む、請求
項３に記載の融合ポリペプチド。
【請求項５】
（ｉ）前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ
－７Ｒα細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体
の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－２Ｒγ細胞内シグナル伝達ドメインである、ま
たは（ｉｉ）前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが
、ＩＬ－２Ｒγ細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫
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受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－７Ｒα細胞内シグナル伝達ドメインであ
る、請求項１に記載の融合ポリペプチド。
【請求項６】
（ｉ）前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－７ＲαまたはＩＬ－２Ｒγ
膜貫通ドメインを含む、かつ／または（ｉｉ）前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメ
インが、ＩＬ－７ＲαまたはＩＬ－２Ｒγ膜貫通ドメインを含む、請求項５に記載の融合
ポリペプチド。
【請求項７】
（ｉ）前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ
－２Ｒβ細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体
の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－２Ｒγ細胞内シグナル伝達ドメインである、ま
たは（ｉｉ）前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが
、ＩＬ－２Ｒγ細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫
受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－２Ｒβ細胞内シグナル伝達ドメインであ
る、請求項１に記載の融合ポリペプチド。
【請求項８】
（ｉ）前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－２ＲβまたはＩＬ－２Ｒγ
膜貫通ドメインを含む、かつ／または（ｉｉ）前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメ
インが、ＩＬ－２ＲβまたはＩＬ－２Ｒγ膜貫通ドメインを含む、請求項７に記載の融合
ポリペプチド。
【請求項９】
（ｉ）前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ
－２１Ｒ細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体
の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－２Ｒγ細胞内シグナル伝達ドメインである、ま
たは（ｉｉ）前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが
、ＩＬ－２Ｒγ細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫
受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－２１Ｒ細胞内シグナル伝達ドメインであ
る、請求項１に記載の融合ポリペプチド。
【請求項１０】
（ｉ）前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－２１ＲまたはＩＬ－２Ｒγ
膜貫通ドメインを含む、かつ／または（ｉｉ）前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメ
インがＩＬ－２１ＲまたはＩＬ－２Ｒγ膜貫通ドメインを含む、請求項９に記載の融合ポ
リペプチド。
【請求項１１】
（ｉ）前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ
－１８Ｒ１細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容
体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－１８ＲＡＰ細胞内シグナル伝達ドメインであ
る、または（ｉｉ）前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメ
インが、ＩＬ－１８ＲＡＰ細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチド
の前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－１８Ｒ１細胞内シグナル伝達
ドメインである、請求項１に記載の融合ポリペプチド。
【請求項１２】
（ｉ）前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－１８Ｒ１またはＩＬ－１８
ＲＡＰ膜貫通ドメインを含む、かつ／または（ｉｉ）前記第２のポリペプチドの前記膜貫
通ドメインがＩＬ－１８Ｒ１またはＩＬ－１８ＲＡＰ膜貫通ドメインを含む、請求項１１
に記載の融合ポリペプチド。
【請求項１３】
　前記ポリペプチド切断シグナルが、ウイルス自己切断型ポリペプチドまたはウイルス自
己切断型２Ａポリペプチド、あるいは口蹄疫ウイルス（ＦＭＤＶ）（Ｆ２Ａ）ペプチド、
ウマ鼻炎Ａウイルス（ＥＲＡＶ）（Ｅ２Ａ）ペプチド、トセア・アシグナ（Ｔｈｏｓｅａ
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　ａｓｉｇｎａ）ウイルス（ＴａＶ）（Ｔ２Ａ）ペプチド、ブタテッショウウイルス－１
（ＰＴＶ－１）（Ｐ２Ａ）ペプチド、タイロウイルス２Ａペプチド、および脳心筋炎ウイ
ルス２Ａペプチドからなる群から選択されるウイルス自己切断型ペプチドである、請求項
１～１２のいずれか一項に記載の融合ポリペプチド。
【請求項１４】
Ｉ）（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－１２Ｒβ２膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－１２Ｒβ２細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポ
リペプチドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－１２Ｒβ１膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－１２Ｒβ１細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポ
リペプチドと、あるいは
ＩＩ）（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－１２Ｒβ１膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－１２Ｒβ１細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポ
リペプチドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－１２Ｒβ２膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－１２Ｒβ２細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポ
リペプチドと
を含む、融合ポリペプチド。
【請求項１５】
　（ｉ）遺伝子操作された抗原受容体および（ｉｉ）第２のポリペプチド切断シグナルま
たはウイルス自己切断型２Ａポリペプチドをさらに含む、請求項１～１４のいずれか一項
に記載の融合ポリペプチド。
【請求項１６】
　前記遺伝子操作された抗原受容体が、遺伝子操作されたＴ細胞受容体（ＴＣＲ）、キメ
ラ抗原受容体（ＣＡＲ）、ＤＡＲＩＣ受容体もしくはその構成成分、およびキメラサイト
カイン受容体からなる群から選択され、任意選択的に、前記遺伝子操作された抗原受容体
が、アルファ葉酸受容体、５Ｔ４、αｖβ６インテグリン、ＢＣＭＡ、Ｂ７－Ｈ３、Ｂ７
－Ｈ６、ＣＡＩＸ、ＣＤ１６、ＣＤ１９、ＣＤ２０、ＣＤ２２、ＣＤ３０、ＣＤ３３、Ｃ
Ｄ４４、ＣＤ４４ｖ６、ＣＤ４４ｖ７／８、ＣＤ７０、ＣＤ７９ａ、ＣＤ７９ｂ、ＣＤ１
２３、ＣＤ１３８、ＣＤ１７１、ＣＥＡ、ＣＳＰＧ４、ＥＧＦＲ、ＥｒｂＢ２（ＨＥＲ２
）を含むＥＧＦＲファミリー、ＥＧＦＲｖＩＩＩ、ＥＧＰ２、ＥＧＰ４０、ＥＰＣＡＭ、
ＥｐｈＡ２、ＥｐＣＡＭ、ＦＡＰ、胎児性ＡｃｈＲ、ＦＲα、ＧＤ２、ＧＤ３、Ｇｌｙｐ
ｉｃａｎ－３（ＧＰＣ３）、ＨＬＡ－Ａ１＋ＭＡＧＥ１、ＨＬＡ－Ａ２＋ＭＡＧＥ１、Ｈ
ＬＡ－Ａ３＋ＭＡＧＥ１、ＨＬＡ－Ａ１＋ＮＹ－ＥＳＯ－１、ＨＬＡ－Ａ２＋ＮＹ－ＥＳ
Ｏ－１、ＨＬＡ－Ａ３＋ＮＹ－ＥＳＯ－１、ＩＬ－１１Ｒα、ＩＬ－１３Ｒα２、ラムダ
、ルイス－Ｙ、カッパ、メソテリン、Ｍｕｃ１、Ｍｕｃ１６、ＮＣＡＭ、ＮＫＧ２Ｄリガ
ンド、ＮＹ－ＥＳＯ－１、ＰＲＡＭＥ、ＰＳＣＡ、ＰＳＭＡ、ＲＯＲ１、ＳＳＸ、Ｓｕｒ
ｖｉｖｉｎ、ＴＡＧ７２、ＴＥＭ、ＶＥＧＦＲ２、およびＷＴ－１からなる群から選択さ
れる抗原を認識する、請求項１５に記載のポリペプチド。
【請求項１７】
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　配列番号２６～３５のいずれか１つに示すアミノ酸配列を含む、ポリペプチド。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか一項に記載のポリペプチドをコードする、ポリヌクレオチド
。
【請求項１９】
　請求項１～１７のいずれか一項に記載のポリペプチドをコードするポリヌクレオチド、
または請求項１８に記載のポリヌクレオチドを含む、ベクター。
【請求項２０】
　請求項１～１７のいずれか一項に記載のポリペプチド、請求項１８に記載のポリヌクレ
オチド、または請求項１９に記載のベクターを含む、細胞。
【請求項２１】
　前記細胞が、
（ａ）造血細胞；
（ｂ）Ｔ細胞；
（ｃ）ＣＤ３＋、ＣＤ４＋、および／またはＣＤ８＋細胞；
（ｄ）免疫エフェクター細胞；
（ｅ）細胞傷害性Ｔリンパ球（ＣＴＬ）、腫瘍浸潤リンパ球（ＴＩＬ）、またはヘルパー
Ｔ細胞；あるいは
（ｆ）ナチュラルキラー（ＮＫ）細胞またはナチュラルキラーＴ（ＮＫＴ）細胞
である、請求項２０に記載の細胞。
【請求項２２】
　請求項１～１７のいずれか一項に記載のポリペプチド、請求項１８に記載のポリヌクレ
オチド、請求項１９に記載のベクター、または請求項２０もしくは請求項２１に記載の細
胞を含む、組成物。
【請求項２３】
　薬学的に許容される担体と、請求項１～１７、請求項１８に記載のポリヌクレオチド、
請求項１９に記載のベクター、または請求項２０もしくは請求項２１に記載の細胞と、を
含む、薬学的組成物。
【請求項２４】
　がん、固形がん、血液悪性腫瘍、感染疾患、自己免疫疾患、炎症性疾患、および免疫不
全症、またはそれらに関連する病態のうちの少なくとも１つの症状を治療、予防、または
改善するのに使用するための、請求項２３に記載の組成物。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
　種々の実施形態において、血液悪性腫瘍は、白血病、リンパ腫、または多発性骨髄腫で
ある。
　本発明の実施形態において、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
　（ａ）第１のポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、第１のポリペプチド
と、
　（ｂ）ポリペプチド切断シグナルと、
　（ｃ）第２のポリペプチドであって、
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　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、第２のポリペプチド
と、を含む、融合ポリペプチド。
（項目２）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、サイトカ
イン受容体、インターロイキン受容体、パターン認識受容体、またはＴｏｌｌ様受容体か
ら単離されている、項目１に記載の融合ポリペプチド。
（項目３）
　前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、サイトカ
イン受容体、インターロイキン受容体、パターン認識受容体、またはＴｏｌｌ様受容体か
ら単離されている、項目１または項目２に記載の融合ポリペプチド。
（項目４）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－１
２Ｒβ２細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体
の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－１２Ｒβ１細胞内シグナル伝達ドメインである
、項目１に記載の融合ポリペプチド。
（項目５）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインが、ＩＬ－１２Ｒβ２膜貫通ドメインを
含む、項目４に記載の融合ポリペプチド。
（項目６）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインが、ＩＬ－１２Ｒβ１膜貫通ドメインを
含む、項目４または項目５に記載の融合ポリペプチド。
（項目７）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－１
２Ｒβ１細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体
の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－１２Ｒβ２細胞内シグナル伝達ドメインである
、項目１に記載の融合ポリペプチド。
（項目８）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－１２Ｒβ１膜貫通ドメインを含
む、項目７に記載の融合ポリペプチド。
（項目９）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインが、ＩＬ－１２Ｒβ２膜貫通ドメインを
含む、項目７または項目８に記載の融合ポリペプチド。
（項目１０）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－７
Ｒα細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の細
胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－２Ｒγ細胞内シグナル伝達ドメインである、項目１
に記載の融合ポリペプチド。
（項目１１）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－７Ｒα膜貫通ドメインを含む、
項目１０に記載の融合ポリペプチド。
（項目１２）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインが、ＩＬ－２Ｒγ膜貫通ドメインを含む
、項目１０または項目１１に記載の融合ポリペプチド。
（項目１３）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－２
Ｒγ細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の細
胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－７Ｒα細胞内シグナル伝達ドメインである、項目１
に記載の融合ポリペプチド。
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（項目１４）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－２Ｒγ膜貫通ドメインを含む、
項目１３に記載の融合ポリペプチド。
（項目１５）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインが、ＩＬ－７Ｒα膜貫通ドメインを含む
、項目１３または項目１４に記載の融合ポリペプチド。
（項目１６）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－２
Ｒβ細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の細
胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－２Ｒγ細胞内シグナル伝達ドメインである、項目１
に記載の融合ポリペプチド。
（項目１７）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－２Ｒβ膜貫通ドメインを含む、
項目１６に記載の融合ポリペプチド。
（項目１８）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインが、ＩＬ－２Ｒγ膜貫通ドメインを含む
、項目１６または項目１７に記載の融合ポリペプチド。
（項目１９）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－２
Ｒγ細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の細
胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－２Ｒβ細胞内シグナル伝達ドメインである、項目１
に記載の融合ポリペプチド。
（項目２０）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－２Ｒγ膜貫通ドメインを含む、
項目１９に記載の融合ポリペプチド。
（項目２１）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－２Ｒβ膜貫通ドメインを含む、
項目１９または項目２０に記載の融合ポリペプチド。
（項目２２）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－２
１Ｒ細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の細
胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－２Ｒγ細胞内シグナル伝達ドメインである、項目１
に記載の融合ポリペプチド。
（項目２３）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－２１Ｒ膜貫通ドメインを含む、
項目２２に記載の融合ポリペプチド。
（項目２４）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－２Ｒγ膜貫通ドメインを含む、
項目２２または項目２３に記載の融合ポリペプチド。
（項目２５）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－２
Ｒγ細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の細
胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－２１Ｒ細胞内シグナル伝達ドメインである、項目１
に記載の融合ポリペプチド。
（項目２６）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－２Ｒγ膜貫通ドメインを含む、
項目２５に記載の融合ポリペプチド。
（項目２７）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－２１Ｒ膜貫通ドメインを含む、
項目２５または項目２６に記載の融合ポリペプチド。
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（項目２８）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－１
８Ｒ１細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の
細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－１８ＲＡＰ細胞内シグナル伝達ドメインである、
項目１に記載の融合ポリペプチド。
（項目２９）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－１８Ｒ１膜貫通ドメインを含む
、項目２８に記載の融合ポリペプチド。
（項目３０）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－１８ＲＡＰ膜貫通ドメインを含
む、項目２８または項目２９に記載の融合ポリペプチド。
（項目３１）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－１
８ＲＡＰ細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体
の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－１８Ｒ１細胞内シグナル伝達ドメインである、
項目１に記載の融合ポリペプチド。
（項目３２）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－１８ＲＡＰ膜貫通ドメインを含
む、項目３１に記載の融合ポリペプチド。
（項目３３）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－１８Ｒ１膜貫通ドメインを含む
、項目３１または項目３２に記載の融合ポリペプチド。
（項目３４）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－１
Ｒ１細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の細
胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－１ＲＡＰ細胞内シグナル伝達ドメインである、項目
１に記載の融合ポリペプチド。
（項目３５）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－１Ｒ１膜貫通ドメインを含む、
項目３４に記載の融合ポリペプチド。
（項目３６）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－１ＲＡＰ膜貫通ドメインを含む
、項目３４または項目３５に記載の融合ポリペプチド。
（項目３７）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－１
ＲＡＰ細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の
細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－１Ｒ１細胞内シグナル伝達ドメインである、項目
１に記載の融合ポリペプチド。
（項目３８）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－１ＲＡＰ膜貫通ドメインを含む
、項目３７に記載の融合ポリペプチド。
（項目３９）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－１Ｒ１膜貫通ドメインを含む、
項目３７または項目３８に記載の融合ポリペプチド。
（項目４０）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－１
ＲＡＰ細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の
細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－１ＲＬ２細胞内シグナル伝達ドメインである、項
目１に記載の融合ポリペプチド。
（項目４１）
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　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－１ＲＡＰ膜貫通ドメインを含む
、項目２２に記載の融合ポリペプチド。
（項目４２）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－１ＲＬ２膜貫通ドメインを含む
、項目４０または項目４１に記載の融合ポリペプチド。
（項目４３）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－１
ＲＬ２細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の
細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＬ－１ＲＡＰ細胞内シグナル伝達ドメインである、項
目１に記載の融合ポリペプチド。
（項目４４）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－１ＲＬ２膜貫通ドメインを含む
、項目４３に記載の融合ポリペプチド。
（項目４５）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＬ－１ＲＡＰ膜貫通ドメインを含む
、項目４３または項目４４に記載の融合ポリペプチド。
（項目４６）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＦＮＡ
Ｒ１細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の細
胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＦＮＡＲ２細胞内シグナル伝達ドメインである、項目１
に記載の融合ポリペプチド。
（項目４７）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＦＮＡＲ１膜貫通ドメインを含む、
項目４６に記載の融合ポリペプチド。
（項目４８）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＦＮＡＲ２膜貫通ドメインを含む、
項目４６または項目４７に記載の融合ポリペプチド。
（項目４９）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＦＮＡ
Ｒ２細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の細
胞内シグナル伝達ドメインが、ＩＦＮＡＲ１細胞内シグナル伝達ドメインである、項目１
に記載の融合ポリペプチド。
（項目５０）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＦＮＡＲ２膜貫通ドメインを含む、
項目４９に記載の融合ポリペプチド。
（項目５１）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＩＦＮＡＲ１膜貫通ドメインを含む、
項目４９または項目５０に記載の融合ポリペプチド。
（項目５２）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ１
細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内
シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ１細胞内シグナル伝達ドメインである、項目１に記載の
融合ポリペプチド。
（項目５３）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＴＬＲ１膜貫通ドメインを含む、項目
５２に記載の融合ポリペプチド。
（項目５４）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＴＬＲ１膜貫通ドメインを含む、項目
５２または項目５３に記載の融合ポリペプチド。
（項目５５）
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　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ２
細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内
シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ２細胞内シグナル伝達ドメインである、項目１に記載の
融合ポリペプチド。
（項目５６）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＴＬＲ２膜貫通ドメインを含む、項目
５５に記載の融合ポリペプチド。
（項目５７）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＴＬＲ２膜貫通ドメインを含む、項目
５５または項目５６に記載の融合ポリペプチド。
（項目５８）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ３
細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内
シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ３細胞内シグナル伝達ドメインである、項目１に記載の
融合ポリペプチド。
（項目５９）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＴＬＲ３膜貫通ドメインを含む、項目
５８に記載の融合ポリペプチド。
（項目６０）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＴＬＲ３膜貫通ドメインを含む、項目
５８または項目５９に記載の融合ポリペプチド。
（項目６１）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ４
細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内
シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ４細胞内シグナル伝達ドメインである、項目１に記載の
融合ポリペプチド。
（項目６２）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＴＬＲ４膜貫通ドメインを含む、項目
６１に記載の融合ポリペプチド。
（項目６３）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＴＬＲ４膜貫通ドメインを含む、項目
６１または項目６２に記載の融合ポリペプチド。
（項目６４）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ５
細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内
シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ５細胞内シグナル伝達ドメインである、項目１に記載の
融合ポリペプチド。
（項目６５）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＴＬＲ５膜貫通ドメインを含む、項目
６４に記載の融合ポリペプチド。
（項目６６）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＴＬＲ５膜貫通ドメインを含む、項目
６４または項目６５に記載の融合ポリペプチド。
（項目６７）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ６
細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内
シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ６細胞内シグナル伝達ドメインである、項目１に記載の
融合ポリペプチド。
（項目６８）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＴＬＲ６膜貫通ドメインを含む、項目
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６７に記載の融合ポリペプチド。
（項目６９）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＴＬＲ６膜貫通ドメインを含む、項目
６７または項目６８に記載の融合ポリペプチド。
（項目７０）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ７
細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内
シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ７細胞内シグナル伝達ドメインである、項目１に記載の
融合ポリペプチド。
（項目７１）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＴＬＲ７膜貫通ドメインを含む、項目
７０に記載の融合ポリペプチド。
（項目７２）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＴＬＲ７膜貫通ドメインを含む、項目
７０または項目７１に記載の融合ポリペプチド。
（項目７３）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ８
細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内
シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ８細胞内シグナル伝達ドメインである、項目１に記載の
融合ポリペプチド。
（項目７４）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＴＬＲ８膜貫通ドメインを含む、項目
７３に記載の融合ポリペプチド。
（項目７５）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＴＬＲ８膜貫通ドメインを含む、項目
７３または項目７４に記載の融合ポリペプチド。
（項目７６）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ９
細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内
シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ９細胞内シグナル伝達ドメインである、項目１に記載の
融合ポリペプチド。
（項目７７）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＴＬＲ９膜貫通ドメインを含む、項目
７６に記載の融合ポリペプチド。
（項目７８）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＴＬＲ９膜貫通ドメインを含む、項目
７６または項目７７に記載の融合ポリペプチド。
（項目７９）
　前記第１のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞内シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ１
０細胞内シグナル伝達ドメインであり、前記第２のポリペプチドの前記免疫受容体の細胞
内シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ１０細胞内シグナル伝達ドメインである、項目１に記
載の融合ポリペプチド。
（項目８０）
　前記第１のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＴＬＲ１０膜貫通ドメインを含む、項
目７９に記載の融合ポリペプチド。
（項目８１）
　前記第２のポリペプチドの前記膜貫通ドメインがＴＬＲ１０膜貫通ドメインを含む、項
目７９または項目８０に記載の融合ポリペプチド。
（項目８２）
　前記ポリペプチド切断シグナルがウイルス自己切断型ポリペプチドである、項目１～８
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１のいずれか一項に記載の融合ポリペプチド。
（項目８３）
　前記ポリペプチド切断シグナルがウイルス自己切断型２Ａポリペプチドである、項目１
～８２のいずれか一項に記載の融合ポリペプチド。
（項目８４）
　前記ポリペプチド切断シグナルが、口蹄疫ウイルス（ＦＭＤＶ）（Ｆ２Ａ）ペプチド、
ウマ鼻炎Ａウイルス（ＥＲＡＶ）（Ｅ２Ａ）ペプチド、トセア・アシグナ（Ｔｈｏｓｅａ
　ａｓｉｇｎａ）ウイルス（ＴａＶ）（Ｔ２Ａ）ペプチド、ブタテッショウウイルス－１
（ＰＴＶ－１）（Ｐ２Ａ）ペプチド、タイロウイルス２Ａペプチド、および脳心筋炎ウイ
ルス２Ａペプチドからなる群から選択される、ウイルス自己切断型ペプチドである、項目
１～８３のいずれか一項に記載の融合ポリペプチド。
（項目８５）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－１２Ｒβ２膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－１２Ｒβ２細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポ
リペプチドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－１２Ｒβ１膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－１２Ｒβ１細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポ
リペプチドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目８６）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－１２Ｒβ１膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－１２Ｒβ１細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポ
リペプチドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－１２Ｒβ２膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－１２Ｒβ２細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポ
リペプチドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目８７）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－７Ｒα膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－７Ｒα細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポリペ
プチドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－２Ｒγ膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－２Ｒγ細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポリペ
プチドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目８８）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
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　　（ｉｉ）ＩＬ－２Ｒγ膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－２Ｒγ細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポリペ
プチドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－７Ｒα膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－７Ｒα細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポリペ
プチドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目８９）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－２Ｒβ膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－２Ｒβ細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポリペ
プチドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－２Ｒγ膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－２Ｒγ細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポリペ
プチドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目９０）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－２Ｒγ膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－２Ｒγ細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポリペ
プチドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－２Ｒβ膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－２Ｒβ細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポリペ
プチドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目９１）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－２１Ｒ膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－２１Ｒ細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポリペ
プチドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－２Ｒγ膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－２Ｒγ細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポリペ
プチドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目９２）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－２Ｒγ膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－２Ｒγ細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポリペ
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プチドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－２１Ｒ膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－２１Ｒ細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポリペ
プチドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目９３）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－１８Ｒ１膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－１８Ｒ１細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポリ
ペプチドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－１８ＲＡＰ膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－１８ＲＡＰ細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポ
リペプチドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目９４）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－１８ＲＡＰ膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－１８ＲＡＰ細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポ
リペプチドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－１８Ｒ１膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－１８Ｒ１細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポリ
ペプチドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目９５）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－１Ｒ１膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－１Ｒ１細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポリペ
プチドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－１ＲＡＰ膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－１ＲＡＰ細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポリ
ペプチドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目９６）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－１ＲＡＰ膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－１ＲＡＰ細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポリ
ペプチドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
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　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＬ－１Ｒ１膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＬ－１Ｒ１細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポリペ
プチドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目９７）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＦＮＡＲ１膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＦＮＡＲ１細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポリペ
プチドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＦＮＡＲ２膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＦＮＡＲ２細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポリペ
プチドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目９８）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＦＮＡＲ２膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＦＮＡＲ２細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポリペ
プチドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＩＦＮＡＲ１膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＩＦＮＡＲ１細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポリペ
プチドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目９９）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＴＬＲ１膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＴＬＲ１細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポリペプチ
ドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＴＬＲ１膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＴＬＲ１細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポリペプチ
ドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目１００）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＴＬＲ２膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＴＬＲ２細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポリペプチ
ドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
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　　（ｉｉ）ＴＬＲ２膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＴＬＲ２細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポリペプチ
ドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目１０１）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＴＬＲ３膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＴＬＲ３細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポリペプチ
ドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＴＬＲ３膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＴＬＲ３細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポリペプチ
ドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目１０２）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＴＬＲ４膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＴＬＲ４細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポリペプチ
ドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＴＬＲ４膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＴＬＲ４細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポリペプチ
ドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目１０３）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＴＬＲ５膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＴＬＲ５細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポリペプチ
ドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＴＬＲ５膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＴＬＲ５細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポリペプチ
ドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目１０４）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＴＬＲ６膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＴＬＲ６細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポリペプチ
ドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＴＬＲ６膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＴＬＲ６細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポリペプチ
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ドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目１０５）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＴＬＲ７膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＴＬＲ７細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポリペプチ
ドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＴＬＲ７膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＴＬＲ７細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポリペプチ
ドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目１０６）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＴＬＲ８膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＴＬＲ８細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポリペプチ
ドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＴＬＲ８膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＴＬＲ８細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポリペプチ
ドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目１０７）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＴＬＲ９膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＴＬＲ９細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポリペプチ
ドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＴＬＲ９膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＴＬＲ９細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポリペプチ
ドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目１０８）
　（ａ）ＴＧＦβＲ２ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ２の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＴＬＲ１０膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＴＬＲ１０細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ２ポリペプ
チドと、
　（ｂ）ウイルス自己切断型２Ａペプチドと、
　（ｃ）ＴＧＦβＲ１ポリペプチドであって、
　　（ｉ）ＴＧＦβＲ１の細胞外ＴＧＦβ１結合ドメイン、
　　（ｉｉ）ＴＬＲ１０膜貫通ドメイン、および
　　（ｉｉｉ）ＴＬＲ１０細胞内シグナル伝達ドメイン、を含む、ＴＧＦβＲ１ポリペプ
チドと、を含む、融合ポリペプチド。
（項目１０９）
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　前記ウイルス自己切断型２Ａポリペプチドが、口蹄疫ウイルス（ＦＭＤＶ）（Ｆ２Ａ）
ペプチド、ウマ鼻炎Ａウイルス（ＥＲＡＶ）（Ｅ２Ａ）ペプチド、トセア・アシグナ（Ｔ
ｈｏｓｅａ　ａｓｉｇｎａ）ウイルス（ＴａＶ）（Ｔ２Ａ）ペプチド、ブタテッショウウ
イルス－１（ＰＴＶ－１）（Ｐ２Ａ）ペプチド、タイロウイルス２Ａペプチド、および脳
心筋炎ウイルス２Ａペプチドからなる群から選択される、項目８５～１０８のいずれか一
項に記載の融合ポリペプチド。
（項目１１０）
　遺伝子操作された抗原受容体および第２のウイルス自己切断型２Ａポリペプチドをさら
に含む、項目１～１０９のいずれか一項に記載の融合ポリペプチド。
（項目１１１）
　前記第２のウイルス自己切断型２Ａポリペプチドが、口蹄疫ウイルス（ＦＭＤＶ）（Ｆ
２Ａ）ペプチド、ウマ鼻炎Ａウイルス（ＥＲＡＶ）（Ｅ２Ａ）ペプチド、トセア・アシグ
ナ（Ｔｈｏｓｅａ　ａｓｉｇｎａ）ウイルス（ＴａＶ）（Ｔ２Ａ）ペプチド、ブタテッシ
ョウウイルス－１（ＰＴＶ－１）（Ｐ２Ａ）ペプチド、タイロウイルス２Ａペプチド、お
よび脳心筋炎ウイルス２Ａペプチドからなる群から選択される、項目１１０に記載の融合
ポリペプチド。
（項目１１２）
　前記遺伝子操作された抗原受容体が、遺伝子操作されたＴ細胞受容体（ＴＣＲ）、キメ
ラ抗原受容体（ＣＡＲ）、ＤＡＲＩＣ受容体もしくはその構成成分、およびキメラサイト
カイン受容体からなる群から選択され、任意選択的に、前記遺伝子操作された抗原受容体
が、アルファ葉酸受容体、５Ｔ４、αｖβ６インテグリン、ＢＣＭＡ、Ｂ７－Ｈ３、Ｂ７
－Ｈ６、ＣＡＩＸ、ＣＤ１６、ＣＤ１９、ＣＤ２０、ＣＤ２２、ＣＤ３０、ＣＤ３３、Ｃ
Ｄ４４、ＣＤ４４ｖ６、ＣＤ４４ｖ７／８、ＣＤ７０、ＣＤ７９ａ、ＣＤ７９ｂ、ＣＤ１
２３、ＣＤ１３８、ＣＤ１７１、ＣＥＡ、ＣＳＰＧ４、ＥＧＦＲ、ＥｒｂＢ２（ＨＥＲ２
）を含むＥＧＦＲファミリー、ＥＧＦＲｖＩＩＩ、ＥＧＰ２、ＥＧＰ４０、ＥＰＣＡＭ、
ＥｐｈＡ２、ＥｐＣＡＭ、ＦＡＰ、胎児性ＡｃｈＲ、ＦＲα、ＧＤ２、ＧＤ３、Ｇｌｙｐ
ｉｃａｎ－３（ＧＰＣ３）、ＨＬＡ－Ａ１＋ＭＡＧＥ１、ＨＬＡ－Ａ２＋ＭＡＧＥ１、Ｈ
ＬＡ－Ａ３＋ＭＡＧＥ１、ＨＬＡ－Ａ１＋ＮＹ－ＥＳＯ－１、ＨＬＡ－Ａ２＋ＮＹ－ＥＳ
Ｏ－１、ＨＬＡ－Ａ３＋ＮＹ－ＥＳＯ－１、ＩＬ－１１Ｒα、ＩＬ－１３Ｒα２、ラムダ
、ルイス－Ｙ、カッパ、メソテリン、Ｍｕｃ１、Ｍｕｃ１６、ＮＣＡＭ、ＮＫＧ２Ｄリガ
ンド、ＮＹ－ＥＳＯ－１、ＰＲＡＭＥ、ＰＳＣＡ、ＰＳＭＡ、ＲＯＲ１、ＳＳＸ、Ｓｕｒ
ｖｉｖｉｎ、ＴＡＧ７２、ＴＥＭ、ＶＥＧＦＲ２、およびＷＴ－１からなる群から選択さ
れる抗原を認識する、項目１１０または項目１１１に記載のポリペプチド。
（項目１１３）
　配列番号２６～３５のいずれか１つに示すアミノ酸配列を含む、ポリペプチド。
（項目１１４）
　項目１～１１３のいずれか一項に記載のＴＧＦβＲ２ポリペプチドおよびＴＧＦβＲ１
ポリペプチドを含む、ポリペプチド複合体。
（項目１１５）
　項目１～１１３のいずれか一項に記載のポリペプチドをコードする、ポリヌクレオチド
。
（項目１１６）
　項目１～１１３のいずれか一項に記載のポリペプチドをコードするポリヌクレオチド、
または項目１１４に記載のポリヌクレオチドを含む、ベクター。
（項目１１７）
　項目１～１１３のいずれか一項に記載のポリペプチド、項目１１３に記載のポリペプチ
ド複合体、項目１１４に記載のポリヌクレオチド、または項目１１５に記載のベクターを
含む、細胞。
（項目１１８）
　前記細胞が造血細胞である、項目１１７に記載の細胞。
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（項目１１９）
　前記細胞がＴ細胞である、項目１１７または１１８に記載の細胞。
（項目１２０）
　前記細胞がＣＤ３＋、ＣＤ４＋、および／またはＣＤ８＋細胞である、項目１１７～１
１９のいずれか一項に記載の細胞。
（項目１２１）
　前記細胞が免疫エフェクター細胞である、項目１１７～１２０のいずれか一項に記載の
細胞。
（項目１２２）
　前記細胞が、細胞傷害性Ｔリンパ球（ＣＴＬ）、腫瘍浸潤リンパ球（ＴＩＬ）、または
ヘルパーＴ細胞である、項目１１７～１２１のいずれか一項に記載の細胞。
（項目１２３）
　前記細胞がナチュラルキラー（ＮＫ）細胞またはナチュラルキラーＴ（ＮＫＴ）細胞で
ある、項目１１７～１２２のいずれか一項に記載の細胞。
（項目１２４）
　前記細胞の源が、末梢血単核球、骨髄、リンパ節組織、臍帯血、胸腺組織、感染部位由
来組織、腹水、胸水、脾臓組織、または腫瘍である、項目１１７～１２３のいずれか一項
に記載の細胞。
（項目１２５）
　遺伝子操作された抗原受容体をさらに含む、項目１１７～１２４のいずれか一項に記載
の細胞。
（項目１２６）
　前記遺伝子操作された抗原受容体が、遺伝子操作されたＴ細胞受容体（ＴＣＲ）、キメ
ラ抗原受容体（ＣＡＲ）、ＤＡＲＩＣ受容体、またはその構成要素、およびキメラサイト
カイン受容体からなる群から選択される、項目１２５に記載の細胞。
（項目１２７）
　項目１～１１３のいずれか一項に記載のポリペプチド、項目１１４に記載のポリペプチ
ド複合体、項目１１５に記載のポリヌクレオチド、項目１１６に記載のベクター、または
項目１１７～１２６のいずれか一項に記載の細胞を含む、組成物。
（項目１２８）
　薬学的に許容される担体と、項目１～１１３のいずれか一項に記載のポリペプチド、項
目１１３に記載のポリペプチド複合体、項目１１４に記載のポリヌクレオチド、項目１１
５に記載のベクター、または項目１１７～１２６のいずれか一項に記載の細胞と、を含む
、薬学的組成物。
（項目１２９）
　治療を必要とする対象を治療する方法であって、有効量の項目１２８に記載の組成物を
前記対象に投与することを含む、方法。
（項目１３０）
　がん、感染疾患、自己免疫疾患、炎症性疾患、および免疫不全症、またはそれらに関連
する病態のうちの少なくとも１つの症状を治療、予防、または改善する方法であって、有
効量の項目１２８に記載の組成物を前記対象に投与することを含む、方法。
（項目１３１）
　固形がんを治療する方法であって、有効量の項目１２８に記載の組成物を前記対象に投
与することを含む、方法。
（項目１３２）
　前記固形がんが、肝臓がん、膵臓がん、肺がん、乳がん、卵巣がん、前立腺がん、精巣
がん、膀胱がん、脳腫瘍、肉腫、頭頸部がん、骨がん、甲状腺がん、腎臓がん、または皮
膚がんを含む、項目１３１に記載の方法。
（項目１３３）
　前記固形がんが膵臓がん、肺がん、または乳がんである、項目１３１または１３２に記
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載の方法。
（項目１３４）
　血液悪性腫瘍を治療する方法であって、有効量の項目１２８に記載の組成物を前記対象
に投与することを含む、方法。
（項目１３５）
　前記血液悪性腫瘍が白血病、リンパ腫、または多発性骨髄腫である、項目１３４に記載
の方法。
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